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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 6月 1日 (2005.6.1)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 炭 素 繊 維 束 及 び チ ョ ッ プ ド 炭 素 繊 維 束 の 製 造 方 法
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 水 溶 性 又 は 水 分 散 性 エ ポ キ シ 樹 脂 （ Ａ ） を 付 着 乾 燥 さ せ た 炭 素 繊 維 束 に 対 し て 、 皮 膜 伸
度 が ５ ０ ０ ％ 以 上 の 水 溶 性 又 は 水 分 散 性 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 （ Ｂ ） と シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤
(Ｃ )と を 含 有 す る 水 系 サ イ ズ 剤 を 付 着 さ せ て な り 、 前 記 炭 素 繊 維 束 に 対 す る 成 分 （ Ａ ） の
付 着 量 が ０ ． １ ～ ２ ． ０ 質 量 ％ で あ る と 共 に 、 前 記 サ イ ズ 剤 中 の 成 分 （ Ｂ ） の 配 合 量 が ７
０ ～ ９ ９ 質 量 ％ 、 成 分 （ Ｃ ） の 配 合 量 が １ ． ０ ～ １ ０ 質 量 ％ で あ り 、 成 分 （ Ａ ） 付 着 後 の
前 記 炭 素 繊 維 束 に 対 す る 前 記 サ イ ズ 剤 の 付 着 量 が １ ～ ５ 質 量 ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 炭
素 繊 維 束 。
【 請 求 項 ２ 】
　 水 溶 性 又 は 水 分 散 性 エ ポ キ シ 樹 脂 （ Ａ ） を 付 着 乾 燥 さ せ た 炭 素 繊 維 束 に 対 し て 、 皮 膜 伸



度 が ５ ０ ０ ％ 以 上 の 水 溶 性 又 は 水 分 散 性 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 （ Ｂ ） と シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤
(Ｃ )と を 含 有 す る 水 系 サ イ ズ 剤 を 付 着 さ せ 、 所 定 長 さ に 切 断 し た 後 、 乾 燥 さ せ る チ ョ ッ プ
ド 炭 素 繊 維 束 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 前 記 炭 素 繊 維 束 に 対 す る 成 分 （ Ａ ） の 付 着 量 を ０ ． １
～ ２ ． ０ 質 量 ％ と す る と 共 に 、 前 記 サ イ ズ 剤 に お い て 、 水 以 外 の 総 成 分 量 １ ０ ０ 質 量 ％ に
対 し て 、 成 分 （ Ｂ ） の 配 合 量 を ７ ０ ～ ９ ９ 質 量 ％ 、 成 分 （ Ｃ ） の 配 合 量 を １ ． ０ ～ １ ０ 質
量 ％ と し 、 成 分 （ Ａ ） 付 着 後 の 前 記 炭 素 繊 維 束 に 対 す る 前 記 サ イ ズ 剤 の 付 着 量 を 水 以 外 の
成 分 量 で １ ～ ５ 質 量 ％ と し 、 切 断 時 の 前 記 炭 素 繊 維 束 の 含 水 率 を ２ ０ ～ ５ ０ 質 量 ％ と す る
こ と を 特 徴 と す る チ ョ ッ プ ド 炭 素 繊 維 束 の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 炭 素 繊 維 束 は 、 水 溶 性 又 は 水 分 散 性 エ ポ キ シ 樹 脂 （ Ａ ） を 付 着 乾 燥 さ せ た 炭 素
繊 維 束 に 対 し て 、 皮 膜 伸 度 が ５ ０ ０ ％ 以 上 の 水 溶 性 又 は 水 分 散 性 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 （ Ｂ ）
と シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 (Ｃ )と を 含 有 す る サ イ ズ 剤 を 付 着 さ せ て な り 、 前 記 炭 素 繊 維 束 に
対 す る 成 分 （ Ａ ） の 付 着 量 が ０ ． １ ～ ２ ． ０ 質 量 ％ で あ る と 共 に 、 前 記 サ イ ズ 剤 中 の 成 分
（ Ｂ ） の 配 合 量 が ７ ０ ～ ９ ９ 質 量 ％ 、 成 分 （ Ｃ ） の 配 合 量 が １ ． ０ ～ １ ０ 質 量 ％ で あ り 、
成 分 （ Ａ ） 付 着 後 の 前 記 炭 素 繊 維 束 に 対 す る 前 記 サ イ ズ 剤 の 付 着 量 が １ ～ ５ 質 量 ％ で あ る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 炭 素 繊 維 束 に お い て 、 成 分 （ Ｂ ） の １ ０ ０ ％ 弾 性 率 が １ ２ ０ ｋ ｇ ｆ ／ ｃ
ｍ 2 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。
　 ま た 、 前 記 炭 素 繊 維 束 の 目 付 が ０ ． ８ ～ ５ ｇ ／ ｍ で あ る と 共 に 、 切 断 時 の 繊 維 束 幅 ／ 厚
み が ３ ～ １ ０ で あ る こ と が 好 ま し い 。
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